平成１４年度　第１回　アナログ３種　基礎科目　【解説】
　


第１問

（１）　端子ｂ－ｃ間の合成静電容量Ｃｂｃは、

　　　Ｃｂｃ＝６＋７＋８＝２１［μＦ］

　　　端子ａ－ｂ間の電圧Ｖａｂは、
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（２）　端子ａ－ｂ間の合成インピーダンスは、

　　　Ｚ＝｜ＸＬ－Ｘｃ｜＝｜３３－５５｜＝２２［Ω］

第２問

（３）　ベース電流をＩＢ、エミッタ電流をＩＥ、コレクタ電流をＩｃとすると、

　　　Ｉｃ＝ＩＥ－ＩＢ＝２．４０－０．０３＝２．３７［ｍＡ］

第３問

（１）　１０進数を８進数に変換する場合は、１０進数を８で割りその余りを下から順に並べることに
より求めることができます。
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　　　８５を８進数に変換すると１２５になります。

（２）　論理関数Ｘをブール代数の公式等を用いて簡単にすると、次のようになります。
　　　Ｘ　＝　Ａ・（Ａ＋Ｂ）＋（Ａ＋Ａ・Ｂ）

　　　　　＝　Ａ・Ａ＋Ａ・Ｂ＋（Ａ＋Ａ・Ｂ）＋Ａ・Ｂ

　　　　　＝　Ａ＋Ａ・Ｂ＋Ａ　　　　　　（Ａ・Ａ＝Ａ、Ａ・Ｂ＋Ａ・Ｂ＝Ａ＋Ｂ：同一の法則）

　　　　　＝　Ａ＋Ａ・Ｂ　　　　　　　　（Ａ＋Ａ＝Ａ：同一の法則）

　　　　　＝　Ａ・（１＋Ｂ）

　　　　　＝　Ａ　　　　　　　　　　　　（１＋Ｂ＝１：恒等の法則）

（３）　論理回路の入力ａに0,0,1,1、入力ｂに0,1,0,1を入力すると出力ｃは次のようになります。
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（４）　論理回路の入力ａにＡ、入力ｂにＢを入力すると出力ｃは次のようになります。
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（別解）

　　　論理回路の入力ａに0,0,1,1、入力ｂに0,1,0,1を入力すると出力ｃは次のようになります。
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第４問

（１）　電気通信回線への入力電力をＰ1、負荷抵抗Ｒで消費する電力をＰ2、減衰器の減衰量をＬ、増
幅器Ⅰの利得をＧ1、増幅器Ⅱの利得をＧ2とすると、全体の伝送量Ａは次のようになります。
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　　　この式に、Ｐ1＝３０ミリワット、Ｐ2＝３0０ミリワット、Ｇ1＝８デシベル、Ｇ2＝１４デシベル

を代入しＬを求めると次のようになります。
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